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（趣旨） 

第１条 子どもの健康と環境に関する全国調査（以下「エコチル調査」という。）は、
2010年度に環境省が開始した大規模な国家プロジェクトである。エコチル調査では
妊娠中の母親に対して調査への参加登録を行い、現在、約10万人の生まれた子どもの
追跡調査を実施しているところである。国立研究開発法人国立環境研究所（以下「研
究所」という。）はエコチル調査コアセンターを設置し、エコチル調査の運営を担う
とともに、研究実施の中心機関として調査の総括的な管理を行っている。環境と健康
に関連する研究をさらに促進するため、エコチル調査では、参加者（以下「調査参加
者」という。）から提供を受けたデータを、コアセンター内に設置する「環境保健情
報オフィス」（以下「オフィス」という。）で管理し、データ利用者として承認され
た研究者（（以下「データ利用者」という。）とデータの共有（以下「データ共有」
という。）を図るものとする。エコチル調査のデータ共有を推進することによって、
様々な分野の研究者との連携が生まれ、成果の社会還元を加速化していくことが期待
される。データ共有に当たっては、調査参加者から得たデータは法令及び関連指針に
したがって厳重に保護・管理することとする。 
オフィスで管理するデータを利用できる研究は、さまざまな環境要因が健康に与え

る影響を解明することを目的とする学術研究に限り、研究所内に設置するエコチル調
査データ共有にかかる審査委員会が研究計画を厳格に審査する。なお、「データ共有」
とは、「調査参加者から取得したデータを利用期間とデータ項目に制限を設けて、デ
ータの解析を許可し、データを解析して得られた解析結果のみを提供すること」を指
す。この規程は、研究所が実施するエコチル調査のデータ共有の体制及び手続きにつ
いて定めるものとする。 

 
（実施・運営主体） 
第２条 データ共有は、環境省が企画・立案、実施している大規模な国家プロジェクト
であるエコチル調査の総括的な管理・運営を行う研究所が実施する。本事業に関する
実務は、主にオフィスが担当する。 
 



（データ利用者） 
第３条 データ利用者は、国内外の学術研究機関等に所属する研究者に限り、エコチル
調査の研究代表者であるエコチル調査運営委員会委員長及びエコチル調査コアセン
ター長が承認した者とする。 
 

（共有データ） 
第４条 調査参加者から提供された情報のうちデジタル化されたデータ（以下「共有デ
ータ」という。）には、個人情報（「個人情報の保護に関する法律」第２条第１項に
規定する「個人情報」をいう。）及び組み合わせにより容易に個人を特定できる情報
は含まれないものとする。共有データの詳細は別途定めるものとする。 
 

（データ共有の方法） 
第５条 データ共有の方法としては、承認された研究計画に合わせて必要なデータ項目
のみにアクセスを制限するものとする。 

 
（業務実施期間） 
第６条 データ共有の事業は、子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）基本
計画（環境省、令和5年3月30日改定）で定められた研究期間において実施するものとす
る。 
 

（保証等） 
第７条 研究所は、共有データの安全性、利用の適性、知的財産権の非侵害その他共有デー
タの利用に関する一切の事項について、何ら保証をしないこととする。万が一、共有デー
タの利用を通じてデータ利用者又は第三者に何らかの損害が発生した場合であっても、
研究所はその責任を負わず、データ利用者は自らの負担と責任において解決するものと
する。 
 

（雑則）  
第８条 この規程に定めるもののほか、データ共有に関する手続き等は、「国立研究開
発法人国立環境研究所子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）データ
共有実施要領」で定めるものとする。 

 
附則 
（施行期日） 
第１条 この規程は、令和6年2月29日から施行する。 


